
福島県立医科大学 

令和８年度医学部総合型選抜 

海外教育プログラム選抜 

【解答例】 
総合問題Ⅱ 

解答例の公表に当たり、一義的な解答が示せない記述式の問題等について 

は、「出題の意図又は複数の若しくは標準的な解答例等」を公表することと 

しています。 

  また、記述式の問題以外の問題についても、標準的な解答例として正答の 

一つを示している場合があります。 
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少 な く て も 一 人 の 養 育 者 と 親 密 な 関 係 を 維 持

し て 愛 着 関 係 を 形 成 し 、 自 立 に 必 要 な ス キ ル

や 知 識 を 取 得 す る た め に は 、 危 険 を 冒 し て 探

索 す る 一 方 で 、 危 険 に 出 会 っ た と き の 安 全 な

避 難 先 と し て 、 養 育 者 に よ っ て 準 備 さ れ た 安

全 基 地 が 必 要 だ か ら 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

ミ ル ク ボ ト ル が 針 金 の 母 親 に つ い て い て 、 ぬ

い ぐ る み の 母 親 に つ い て い な く て も 、 子 ザ ル

が ぬ い ぐ る み の 母 親 を 好 ん だ か ら 。 。 。 。 。 。
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ぬ い ぐ る み の 母 親 は 、 子 ザ ル と 親 密 な 関 係 を

持 て な い 。 さ ら に 、 自 立 に 必 要 な 「 安 全 」 と

「 探 索 」 を 提 供 で き な い か ら 。 。 。 。 。 。 。 。

。
 

ボ ウ ル ビ ー は 愛 着 の 形 成 に は 、 「 探 索 」 に で

か け て 危 険 に で あ っ た と き に 「 安 全 」 を 提 供

す る 親 密 な 養 育 者 に よ る 安 全 基 地 が 必 要 で あ

る と 述 べ て い る 。 愛 着 障 害 が 存 在 す る 場 合 に

は 、 親 密 な 養 育 者 が い な い の で 、 安 全 基 地 が

存 在 し な い 。 よ っ て 、 子 ど も は 新 た な 外 の 世

界 に 「 探 索 」 に 乗 り 出 す こ と は で き な い か ら
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ボ ウ ル ビ ー の 愛 着 理 論 に 基 づ き 、 子 ど も の 自

立 に は 、 「 安 全 」 と 「 探 索 」 が 必 要 で あ る が

、 未 成 年 の 犯 罪 者 の 背 景 に は 児 童 虐 待 が 存 在

し 、 養 育 者 と 親 密 な 関 係 を 維 持 し て 、 「 探 索

」 す る 経 験 が 不 足 し 、 人 間 社 会 の 常 識 を 獲 得

で き な か っ た こ と が 、 犯 罪 に つ な が っ て い る

。 よ っ て 、 安 直 な 厳 罰 主 義 で は 未 成 年 の 犯 罪

者 の 更 生 に 不 十 分 で あ り 、 「 安 全 基 地 」 の 提

供 が 大 切 で あ る と 筆 者 は 考 え て い る と 思 わ れ

る 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。



 

問 ２
①

① せ い さ ん ② 汚 泥 ③ 痕 跡 ④ 腐 敗 ⑤ な だ れ

⑵

わ ざ わ ざ ボ ラ ン テ ィ ア に 来 て こ の 土 地 の 人 に

寄 り 添 う 姿 勢 を 見 せ て い な が ら 、 息 を 細 め て

こ の 土 地 の 空 気 を 全 面 的 に 受 け 入 れ ら れ な い

で い る の は 、 こ の 土 地 の 人 々 を 裏 切 っ て い る

よ う で う し ろ め た か っ た か ら 。

⑶

一 人 暮 ら し を 支 え て く れ る 女 性 の 献 身 に 深 く

感 謝 し 、 ゆ っ く り 流 れ る 時 間 を て い ね い に 生

き る 温 か い 人 と な り 。

⑷

様 々 な 土 地 を 訪 れ る た び に 集 め ら れ た キ ― ホ

ル ダ ― は 、 買 っ て き た 人 と 大 切 に 保 管 し て き

た 人 と の 長 い 間 の 心 の 交 流 の 象 徴 で あ る 。 そ

れ を ゴ ミ と 一 緒 に 捨 て る の は 、 か け が え の な

い も の を 葬 る こ と の よ う に 感 じ ら れ る か ら 。
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問 ２
⑸

家 族 の 記 憶 、 い た わ ら れ た 記 憶 、 そ し て 人 生

を 彩 る 記 憶 。

⑹

一 つ の 家 を 片 づ け る 短 期 間 の ボ ラ ン テ ィ ア は 、

住 人 の 人 物 像 や 過 去 の 生 活 に 感 情 移 入 し や す い 。

一 方 、 破 壊 さ れ た も の の 片 付 け に と ど ま ら ず 、

町 や 村 単 位 で イ ン フ ラ や 生 活 基 盤 の 再 建 を 目 指

す 復 興 活 動 は 、 被 災 者 に さ ら な る 忍 耐 と 努 力 を

強 い る が 、 過 去 へ の 感 傷 に 溺 れ て い て は 進 ま な

い 、 未 来 に 向 け た 息 の 長 い プ ロ セ ス で あ る 。
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⑴

図 1

                                                                                              

図 2                                       

図 3

⑵

選択した図                  

選択した理由                                                                                     

期待される効果                               
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（ 7 枚のうちの 6 ） 

(図 1) 最も自殺数が多い年代は 50～59 歳であり、0 歳～19 歳、90 歳以上は自殺総数が少ない。 

(図 2) 20～29 歳から 90～99 歳まで人口 10 万人対自殺死亡率は 17～22 の幅に収まっており、年代人

口当たりの自殺率については差が小さい。

(図 3) 10～19 歳、29～29 歳がとびぬけて率が高く、30 歳～39 歳以降は低下している。若年層は総

死亡自体が少ないため、死亡における自殺の割合が高い。

(図 1 を選択した場合)

理由：自殺死亡数が多い年代である 40～49 歳、50～59 歳にターゲットを当てることが効果的である

と考えられる。

期待される効果：ターゲットとなる年代は働き盛りであり、その年代の自殺が減少することで経済的

な損失、残された家族への影響が少なくなる。

(図 2 を選択した場合) 

理由：どの年代も人口別の自殺は変わらないため、ターゲットを絞るのではなく、すべての世代にく

まなく対策を実施することが必要である。

期待される効果：すべての年代に対策を行うことで、総自殺数が減少するほか、社会に自殺予防の意

識が広がる。

(図 3 を選択した場合) 

理由：若年層の総死亡における自殺が高く、死亡原因の 1 位となっていることは社会的にも大きな課

題であるため。

期待される効果：若年層の総死亡率の劇的な低下が期待できるほか、将来的に日本を支える人材が増

加する。
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  ⑴ 

計算式  24C4 = 24! /  (4!×(24−4)!) = 24×23×22×21 / (4×3×2×1)  

答え  10,626 通り  

⑵-1

計算式  10C4 = 10! /  (4!×(10−4)!) = 10×9×8×7 / (4×3×2×1)  

答え  210 通り    

⑵-2

実験 II の結果により,14,15,20, 22 番の遺伝子を加えないことで iPS 細胞のコロニー形成数が激減するため, 

14,15,20, 22 番が 4 つの遺伝子に相当すると考えられる。 

⑵-3

24 種類の遺伝子のうち 4 種類の遺伝子の組み合わせを全て解析すると,10,626 通りの組み合わせを試す必要がある。 

しかしコロニー形成を指標にした実験 I を行うことで ,24 種類から 10 種類に遺伝子が絞られ ,

全ての組み合わせを解析しても 210 通りになり ,大幅に解析数を減らすことができる。  

  ⑶ 

自家 iPS 細胞を医療に用いる最大の利点は,組織移植の際に免疫拒絶を起こしにくい点である。 

つまり,個体間で異なる免疫反応に関わる遺伝子を多く含む抗原を自家 iPS 細胞によって適合させることにより, 

免疫拒絶反応を抑える効果がある。欠点としては,個々人に適応した完全なオーダーメイド治療のため,

十分な時間と高価な費用が必要となる。
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（7 枚のうちの 7） 
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